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　概要 

 

　X線CTは，1972年にHounsfieldによって実用化されて以降，地球科学分野においても多数の研究成果が報

告されている (例えばWellington and Vinegar，1987)．医療用X線CTは非破壊で断層破砕帯内部の三次元構造

を知ることができる．画像のコントラストを決めるCT値 (単位はHounsfield) は，次式で示される (Johns et

al.，1993)． 

 

　CT＝1,000×(μ－μw) /μw　 

 

　ただし，μ＝r(ａ+ｂZ3.8/E3.2) (Wellington and Vinegar，1987) ． 

 

　(μ：試料の線減弱係数，μw：水の線減弱係数， r：電子密度 (容積密度) ，Ｚ：有効原子番号，Ｅ：光子エ

ネルギー (keV) ，a：クライン－仁科係数，ｂ：9.8 ×10-24) 

 

　以上より，線減弱係数μは密度，有効原子番号及びX線CT装置の管電圧に依存し，試料の線減弱係数μと水

の線減弱係数μwとの比で定義されるCT値も同様に，これら３つのパラメータに依存することが判る． 

 

　したがって，断層岩の母岩の組成に変化がなく，管電圧を一定に保つ場合，CT値は試料の密度に大きく依存

する．しかし，医療用X線CTでは連続X線を使用するため，試料が均質でも内部に比べて縁辺部のCT値が高く

なる線質硬化による偽像が生じる (中野ほか，2000) ．そこで，正確なCT値を測定するために，線質硬化の影

響を除去する手法の検討を行い，断層内部構造可視化のための精度を上げた． 

 

　本検討に用いた断層岩は，長野県伊那市の中央構造線非持露頭で採取した．非持露頭では，砂礫層を切る活

断層が認められており (杉山ほか，2017) ，その断層の延長部が，三波川帯泥質片岩の破砕帯中に連続するこ

とが確認できる．そこで，この最新活動部を挟むように大きさ15 cm程度の定方位試料を採取し，医療用X線

CT装置を用いてCT観察を行った．その結果，断層ガウジではCT値が小さく，カタクレーサイトではCT値が高

いことを確認した．また，単結晶の鉱物及び泥質片岩の堅岩を用いてCT値，密度，原子番号及び管電圧の関係

について検討し，それを踏まえて線質硬化の影響軽減対策を実施した．その結果，CT値を用いた断層破砕帯の

最新活動部の認定の精度を上げることが可能となった． 
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